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にかかわらず，モルモンの開拓者の信仰と
犠牲の遺産は，皆さんの受け継ぎでもあり
ます。それは末日聖徒イエス・キリスト教
会の気高い遺産だからです。

教会の歴史の中でも，最も心躍る物語
の一つは，主の使徒であったウィルフォー
ド・ウッドラフが，1840 年に英国全土でイ
エス・キリストの回復された福音を教えた
ときに起きたものです。教会が設立されて
ちょうど 10 年後のことでした。

ウィルフォード・ウッドラフや他の使徒
たちは，御

み

業
わざ

をイギリスのリバプール地区
とプレストン地区に絞り込み，かなりの成
功を収めていました。ウッドラフ長老は，
後に教会の大管長になった人物ですが，
このきわめて重要な御業を進めるに当
たって，絶えず神に導きを求めて祈ってい
ました。その祈りの結果，他の場所へ赴
いて福音を教えるようにという霊感を受け
たのです。

モンソン大管長は，わたしたちが何かを
するようにという霊感を天から受けたら，
直ちにそれを実行し，決して引き延ばして
はならないと教えています。ウィルフォー
ド・ウッドラフは，正にそのようにしまし
た。御

み

霊
たま

から「南へ行く」よう明確な導き
を受けたウッドラフ長老は，ほとんど時を
置かずに出発し，イギリスのヘレフォード
シャーという名の町に向かいました。イギ
リス南西部の農業地帯にある町です。こ
の町で長老は，ジョン・ベンボーという名

七十人
ウィリアム・R・ワーカー長老

わたしは教会歴史が大好きです。
恐らく多くの皆さんがそうであ
るように，福音を受け入れ，信仰

に忠実に生きた先祖たちの並外れた献身
の様子を知るとき，わたし自身の信仰も強
められます。

1 か月前のこと，アリゾナ州ギルバート
神殿地域から集まった 1 万 2,000人のす
ばらしい若者たちが新しい神殿の完成を
祝って，霊感あふれる劇を上演し，義にか
なって生きようとする決意を示してくれまし
た。この祝典のテーマは「信仰に忠実に
生きる」というものでした。　

あの忠実なアリゾナの若者たちと同じよ
うに，末日聖徒は一人一人が「信仰に忠実
に生きる」と決意する必要があります。

賛美歌の歌詞には「われら受けし信仰
持ち」（「シオンの若者，真理を守り」『賛
美歌』163 番）とあります。

わたしたちはそれに「祖父母から受け
し信仰持ち」と加えることもできるでしょ
う。

わたしは，あの熱意あふれるアリゾナの
若者たち一人一人が，自分自身の教会歴史
を知っているだろうか，と考えてみました。
自分自身の家族がどのようにして教会員に
なったか，その歴史を知っているだろうか
と考えたのです。末日聖徒が皆，その先
祖の改宗の物語を知っていたとしたら，そ
れは実にすばらしいことになります。

皆さんが開拓者の子孫であるかどうか

信仰に忠実に生きる
わたしたち一人一人は，わたしたちの先祖を教会の加入へと導いた
信仰と犠牲の物語を知れば，それだけ大いに祝福されるのです。

ことを信じ，また知っています。』」（ヨハネ
6：66－ 69）
ペテロは，救い主に従う各人が学ぶこと

のできる事柄を習得していたのです。イエ
ス・キリストに忠実に献身するために，わ
たしたちはイエス・キリストを自分の贖い
主として受け入れ，またイエスの教えに
従って生活するように自分の力の範囲内
で全てのことを行います。

これまで長年生活し，教え，奉仕し，何
百キロも世界中を旅したことで経験してき
た全てのこととともに，わたしが伝えたい
一つの偉大な真理があります。それは救
い主イエス・キリストについてのわたしの
証です。

ジョセフ・スミスとシドニー・リグドン
は，ある神聖な経験をした後，次のように
記録しました。
「そして今，小羊についてなされてきた多

くの証の後，わたしたちが最後に小羊につ
いてなす証はこれである。すなわち，『小
羊は生きておられる。』

わたしたちは……小羊を見たからであ
る。」（教義と聖約 76：22－23）

彼らの言葉はわたしの言葉でもあります。
わたしはイエスが神の御子，キリストで

あられること，そして，イエスは生きておら
れることを信じており，またわたしは確信
しています。イエスは御父の独り子であ
り，「彼によって，彼を通じて，彼から，もろ
もろの世界が現在創造され，また過去に
創造され〔まし〕た。そして，それらに住
む者は神のもとに生まれた息子や娘とな

〔ります。〕」（教義と聖約 76：24）
わたしは救い主が生きておられることを

証します。わたしは主を知っています。わ
たしは主の証人です。イエスが天の御父
の子供たち全員のために大いなる犠牲を
払い，また永遠の愛を抱いておられること
を，わたしは知っています。わたしは心か
らへりくだり，しかし絶対的な確信をもっ
て，わたしの特別な証を述べます。イエ
ス・キリストの御名により，アーメン。■
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の富裕な農場主と出会います。そこで彼は，
「喜ばしい心と感謝とをもって」歓待された
の で す（マタイアス・F・カウリー 編，
Wilford	Woodruff ,	Wilford	Woodruff :	
H istory	 of 	H is	L i fe	 and	Labors	 as	
Recorded	in	His	Daily	Journals 	1909 年，
117）。
実は，そこで同胞教会と自称するグループ

に属する 600人以上の人々が「光と真理を
求めて祈って」いました（『歴代大管長の教
え—ウィルフォード・ウッドラフ』，91）。主

は彼らの祈りの答えとしてウィルフォード・
ウッドラフをそこへ送られたのです。

ウッドラフ長老の教えはたちまち実を結
び，多くの人々がバプテスマを受けました。
ブリガム・ヤングとウィラード・リチャーズも
ヘレフォードシャーで合流し，3人の使徒が
そこで目覚ましい成功を収めたのです。

ほんの数か月のうちに，彼らは教会員と
なった 541 人のために 33 の支部を組織しま
した。彼らのめざましい働きはさらに続き，
最終的には，同胞教会の信者のほぼ全員が

バプテスマを受けて，末日聖徒イエス・キリ
スト教会に加入したのです。

わたしの高祖母ハンナ・マライア・イーグ
ルズ・ハリスもウィルフォード・ウッドラフの
話を最初に聞いた仲間の一人でした。彼女
は夫のロバート・ハリス・ジュニアに，自分
は神の御

み

言
こと

葉
ば

を聞いたので，バプテスマを受
けるつもりだと告げたのです。ロバートは妻
の話を聞いて，面白くありませんでした。次
にモルモンの宣教師が来るときには自分も
一緒に行くと告げたのです。宣教師の誤り
を正すつもりでした。

聴衆の最前列付近に座り，だまされまいと
固く決意をして，訪ねて来る説教者の鼻をで
きればあかしてやろうと意気込んでいたロ
バートでしたが，妻と同様，御霊によって直
ちに心が動かされ，回復のメッセージが真実
だと分かったのです。こうして，二人はバプ
テスマを受けました。

彼らの信仰と献身の物語はまた同様の数
千の人々の物語でもあります。彼らは福音の
メッセージを聞いたとき，それが真実だと分
かったのです。

主は次のように言われました。「わたしの
羊はわたしの声に聞き従う。わたしは彼ら
を知っており，彼らはわたしについて来る。」

（ヨハネ10：27）
羊飼いの声を聞いた彼らは，福音に従って

生活し，主の預言者の指示に従うという完
全な決意をしました。「シオンに集合する」
ようにという召しに応えた彼らは，イギリス
の彼らの家を後にして，大西洋を渡り，他の
聖徒とともにノーブーに集合しました。

彼らは心から福音を受け入れていたので
す。新しい地で自分の家を建てるために奮
闘しながら，彼らはノーブー神殿の建設を助
けるために，自分たちの労働力を什

じゅう

分
ぶん

の一と
してささげました。 10日ごとに神殿の建設
のために働いたのです。

彼らは愛する預言者ジョセフ・スミスとそ
の兄ハイラムの死去の知らせを聞き，心が砕
かれる思いでした。それでも，彼らは進みま
す。信仰に忠実に生き続けたのです。

聖徒たちが迫害を受けて，ノーブーから追
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放されるころ，ロバートとマライアは実に恵
まれて神殿で自分たちのエンダウメントを受
ける祝福にあずかりました。ミシシッピ川を
渡り，西部へ向かう直前のことでした。二人
はこれからどんな将来が待っているのか，確
信が持てませんでしたが，信仰と証

あかし

だけは
確固としていました。

二人は 6人の子供を抱えて，泥道の中を
西に向かってアイオワ州を横切って行きまし
た。彼らはミズーリ川のほとりに粗末な小屋
を建てますが，そこは後にウィンター・
クォーターズとなった場所です。

この恐れを知らぬ開拓者たちは，自分た
ちがさらに西へ歩を進めるに当たって，どの
ように，またいつ進めるべきか，使徒の指示
を待っていました。しかし，皆の計画は
十二使徒定員会のブリガム・ヤング会長の，
男性は合衆国陸軍の志願兵として兵役に就
くようにという呼びかけによって一変しまし
た。これが後のモルモン大隊です。

ロバート・ハリス・ジュニアもブリガム・ヤ
ングの呼びかけに応えた500人以上のモルモ
ン開拓者の一人でした。彼は，それが身重の
妻と6人の幼い子供たちを残して行くことに
なることを承知しつつ，徴兵に応じたのです。

なぜ彼やその他の人々はそのようなことを
したのでしょうか。

その答えは，わたしの高祖父自身の言葉
の中に見いだすことができます。彼は，大隊
がサンタフェに向かっていたときに妻に宛て
て書いた手紙の中で，そのことを明かしてい
ます。「わたしの信仰はこれまでになく強
まっています。（ブリガム・ヤングがわたした
ちに向かって語った言葉について考えると
き）それはまるで大いなる神がわたしに向け
て語ったと同じことなのだと信じています。」

要するに，高祖父は自分が神の預言者に
耳を傾けているのだということを知っていた
ということです。他の人たちも同じでした。
だからこそ，彼らはそのような行動を取りま
した。神の預言者によって導かれていること
を知っていたからです。

同じ手紙の中で，彼は，妻や子供たちを深
く愛していることを告げ，妻や子供たちが祝

福を受けられるよう，絶えず祈っていると書
きました。

その手紙の後半部分で，彼は次のような
力強い言葉を書いています。「あなたやわたし
が主の神殿の中で耳にし（経験し）たことを，
わたしたちは決して忘れてはなりません。」
「わたしたちは神の預言者によって導かれ

ているのだ」という先の証とともに，この
二つの神聖な勧告はわたしにとって聖句のよ
うになっています。

大隊とともに出発してから1年半後，ロ
バート・ハリスは愛するマライアと無事再会
を果たしました。二人は生涯を通じて，回復
された福音に忠実に，忠誠を尽くしました。
二人には 15人の子供がおり，そのうちの
13人が成人しました。カナダ，アルバータ州
レイモンドにいたわたしの祖母のフェイン・
ワーカーはその136人の孫の一人です。

ワーカーおばあさんは，自分の祖父がモ
ルモン大隊で従軍したことを誇りに思ってい
ました。ですから，孫たちには一人残らずそ
のことを知ってほしいと願っていたのです。
わたしももうおじいさんになっています。祖
母にとって，それがなぜ大切だったのか，理

解できるようになりました。祖母は，子供た
ちの心を父に向けさせたかったのです。孫
たちに，義にかなった遺産について知ってほ
しかったのです。それが，必ず彼らの生涯に
祝福をもたらすことを知っていたからにほか
なりません。

自分たちが義にかなった先祖たちと結び
ついているという実感があればあるほど，わ
たしたちは思慮深く，義にかなった選択が
できるようになります。

まったくそのとおりなのです。わたしたち
一人一人は，わたしたちの先祖を教会の加入
へと導いた信仰と犠牲の物語を知れば，そ
れだけ大いに祝福されるのです。

ウィルフォード・ウッドラフが教え，福音
の回復について証をした最初の段階から，
ロバートとマライアはこの福音が真実である
ことを知っていました。

また，どのような試練や困難に襲われよう
とも，信仰を固く持ち続ける限り，祝福を受
けるということを知っていました。二人は現
在の預言者の言葉を聞いていると思われて
も不思議ではありません。現在の預言者は
こう言っています。「神殿の祝福を受けるた
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す。こうした関係は，家族が永遠の本質を
持つものであることを，常に思い起こさせ
てくれます。　

わたしは，少年時代には，祖父と特別な
関係にありました。わたしは家族の長男
でしたので，自分の家と祖父の家と二人の
おばの家のために，冬の間は通路の除雪
をし，夏の間は芝生の手入れをしたもので
した。祖父は，わたしが芝を刈っている
間，いつも玄関のポーチに座っていまし
た。わたしも芝を刈り終わると，玄関前の
ステップに腰を下ろし，祖父とおしゃべり
に興じたものでした。そうした時間はわた
しにとってかけがえのない思い出となって
います。

ある日のこと，わたしは祖父に，人生に
は実に数多くの選択肢があるので，どうし
たら自分がいつも正しいことをしているの
かどうか分かるのか尋ねたことがありま
す。祖父はいつものように，農場生活の体
験談を使って，答えてくれました。

祖父はわたしに，2 頭の馬を操
あやつ

るのに
は，馬をどのように調教したらよいか，教え
てくれました。祖父の説明によれば，馬
は，まず，だれが命令しているのかを知る
必要があります。馬を確実にコントロール
し，操るための鍵

かぎ

の一つは，馬の引き具と
くつわです。 2 頭のうちの1 頭でも，御

ぎょ

者
しゃ

十二使徒定員会
L・トム・ペリー長老

ペリー姉妹とわたしは長年毎週月
曜日の夜に家庭の夕べを開いて
きましたが，突然，その規模が

拡大することになりました。わたしの弟と
その娘，妻のバーバラの弟，それに姪

めい

とそ
の夫が，同じアパートに引っ越して来たの
です。わたしにとって，子供の頃を除い
て，自分の身内がこんなに近くに住むとい
う祝福にあずかるのは，初めての経験で
す。その当時，わたしの家族が住む同じ
区画の中に，母の親族が何人も住んでい
ました。ソニーおじいさんの家は北隣，エ
マおばさんの家は南隣，同じ区画の南側
にはジョセフィーンおばさんが住んでいま
したし，東側にはアルマおじさんが住んで
いました。

子供の頃，わたしたちは毎日のように自
分の親族と顔を合わせ，ともに働き，とも
に遊び，ともに訪ね合って時間を過ごしま
した。いたずらをするとあっという間に母
親の耳に入るという環境でした。現代の
世界はそれとは異なっています。大部分
の家族は散らばっています。たとえ比較
的近くに住むことがあったとしても，隣り
同士ということはほとんどありません。そ
れを考えると，自分の子供時代や現在の
状況は，愛する家族が互いに身近に住ん
でいて，ある意味で天国のように思えま

忠実さから
生まれる従順
従順とは最高の権威者である神の知恵や力を信じる信仰の現れ
にほかなりません。

めにいかなる犠牲……もいといません」
（トーマス・S・モンソン「聖なる神殿─
世界に輝くかがり火」『リアホナ』2011年
5月号，91）。　
英国の 2 ポンド硬貨の側面には「巨人

の肩の上に立って」と刻印されています。
わたしが偉大な開拓者の先祖のことを思
うとき，わたしたちは皆巨人の肩の上に
立っているのだと感じています。

この訓告はロバート・ハリスの手紙から
取られたものですが，わたしは無数の先祖
たちが同じメッセージを自分たちの子供や
孫たちに送っているはずだと確信していま
す。まず最初に，わたしたちは神殿で味
わった経験を忘れてはなりません。そし
て，神殿のゆえにわたしたち一人一人にも
たらされる約束と祝福を忘れてはならない
のです。 2 番目に，わたしたちは神の預言
者によって導かれていることを忘れてはな
りません。

わたしは証します。わたしたちは確かに
神の預言者によって導かれています。主
は，末日に預言者ジョセフ・スミスを通し
て主の教会を回復されました。そして，わ
たしたちはジョセフ・スミスからブリガム・
ヤング，そしてその後を引き継いだ大管長，
そしてわたしたちの現在の預言者トーマ
ス・S・モンソンへと途切れることなく続く
神の預言者によって導かれているのです。
わたしはモンソン大管長をよく知っており，
敬い，愛しています。わたしは彼が現在，
この地上における主の預言者であると証
します。

子供たちや孫たちとともに，わたしたち
が義にかなった自分たちの先祖の受け継
ぎを大切にするように心から願っていま
す。彼らは忠実なモルモンの開拓者とし
て，あらゆるものを喜んで犠牲の祭壇にさ
さげ，神のために立ち上がり，信仰を守っ
てきたのです。わたしたち一人一人が，先
祖が大切にしてきた信仰に忠実に生きるよ
うに祈ります。イエス・キリストの聖

きよ

く神
聖な御

み

名
な

により，アーメン。■


